
　「けいれん」と聞いても、あまりなじみのない人も多いかもしれませんが、子ども
は脳が未熟なために起しやすく、だいたい子どもの100人中7～8人がけいれんを
起こすとされるほどです。決して珍しいことではないことを、知っておいてください。
　けいれんのパターンは、全身または体の一部（目、口、足、手）を硬くして突っ張る、ガク
ガクさせる、意識をなくして呼びかけに反応しない、白目をむく、顔色や唇が真っ青になる
など、様々です。初めて見る人は驚きますが、熱性けいれんや憤怒けいれん（泣き入りひき
つけ）などは、数分でおさまる場合がほとんどなので、慌てず、できるだけ落ち着いて行
動しましょう。
　熱性けいれんの場合、多くは６歳くらいまでに起こらなくなり、後遺症も残らない場合
が多いのですが、他にも原因となる病気があるので、一度病院で診てもらいましょう。
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